










研究目的 

分娩の進行は,程度の差こそあれ,胎児に低酸素状態を負荷するものであり胎児はそれに反

応して catecholamine(CA)系を発動し homeostasis を保とうとする。 

昨年度本研究では,分娩進行にともなう胎児 CA の増加が羊水中濃度に反映され,分娩時羊

水中 CA 濃度と臍帯動脈血 pH間には負の相関関係があり,羊水中 CA 測定による胎児ストレ

ス判定の可能性を報告した。 

ところで,近年わが国では,従来の仰臥位分娩に代わって座位分娩が好ましい分娩方法であ

るとされ,それを実施している施設も増加してきた。しかし,座位分娩の胎児に与える影響

についてはわずかな報告しか見られず,不明な点が多い。 

そこで本年度は,まず基礎検討として,分娩時の臍帯動脈血中 CA と臍帯動脈血液ガスの関

係を検討し,それから得られた data に基づいて,仰臥位分娩と座位分娩について,胎児血液

ガス環境と CA の動きから両者を比較検討した。 


